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     ＊事故の発生状況 H27年 2月末現在＊ 

春の兆しが見え隠れする中、寒暖の激しい日々が続いて

おりインフルエンザもまだまだ終息の気配は無く、高齢者

が罹患するとなかなか治りにくいといわれています。感染

予防には万全の注意を払い、自己の健康管理を念頭に、こ

れからも無事故・無災害を目標に元気に就業しましょう。 

 

 

 

（賠償事故 1件発生） 

回収した廃ダンボールを軽トラで工場内に搬入し、 

指定された保管場所（スチール製物置）へ収納するため、バックで接近したところ、誤って物置に

接触し損傷させた。軽トラに限らず車両をバックする際には、後方や左右の障害物の有無・大小・

位置等をよく確かめるように、改めて注意喚起を行いました。 

 

 

今年度も安全適正就業推進の観点から就業の実態把

握及び就業先との情報交換を目的に企業訪問を実施し

ました。４カ所とも、就業会員が安全に作業を行って 

いること、および貴重な戦力となっていることを確認することが出来ました。また、 

企業の責任者と面談し、より良い作業環境作りのために意見交換をおこないました。 

  

                

今期第２回安全就業研修会を、去る１月２３日（金）北勢福祉センター２階大会議室に於いて、

新入会員５４名出席のもと開催いたしました。 講演は、いなべ市地域包括支援センター長 佐藤美

樹氏を招き「高齢者の健康・介護予防のコツについて」をテーマに、受講者との会話も交え、日常

生活の中でちょっとした気配りや心遣いで健康管理が可能なことを語って戴きました。 

次いで、 いなべ警察署 交通係長の早川俊幸氏に「高齢者の交通安全について」と題して、いな

べ警察署管内の交通事故発生状況と 最近、特に問題になっている高齢者が気をつけなければ 

ならない交通安全マナーなど貴重な講話に、受講者の皆さんは一生懸命聞いておられました。 

 

 

２月２０日(金) 北勢福祉センター２Ｆ中会議室に於いて、≪除草班主催≫による「刈払機取扱安

全講習会」が行われました。これは、労働安全衛生法施行令に基づく特別教育の一環として、刈払

機を安全に取り扱うための知識と基本的な操作方法について教授する技能講習で、毎期、この時期

に実施しています。今期も、草刈作業を希望する会員２０名の参加のもと、林業・木材製造業労働

災害防止協会/三重県支部より講師（並木 勝義 氏）を招き、傷害事故や飛び石による事故の実態、

危険予知などについて、安全就業に必要な事柄を習得していただきました。 

 

いなべ市シルバー人材センター 安全適正委員会 

シルバー事業 12月～2月発生分 年度累計 

傷害事故 0 3 

賠償事故 1 12 

計 1 15 

2/10  伸和精工 株式会社 北勢町地内 

2/17  高畑食品 株式会社 員弁町地内 

2/18  株式会社 大安製作所 大安町地内 

2/18  藤原給食センター（魚国） 藤原町地内 

 いなべ市シルバースローガン 

慣れた手も 緩んだ気持ちが 事故招く 
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安全就業研修会（新入会員対象） 開催報告  

企業訪問を実施（安全・適正パトロール） 

刈払機取扱安全講習会の実施 


